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まちづくりの将来像は

調整を図り協働を推進
武田　俊和 議員
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しののめ会代表

3会派の論議
代表質問

　

産
業
振
興
と
雇
用
の
確
保
を
ど
の

よ
う
に
推
進
す
る
か
。
ま
た
盛
岡
西

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
の
現
状
は
。

　

企
業
誘
致
は
地
域
経
済
の
活
性

化
、
雇
用
の
点
か
ら
最
重
要
課
題

と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

は
現
在
約
４
割
の
分
譲
率
で
す
。
今
後
は

他
の
工
業
用
地
も
検
討
し
、
企
業
立
地
補

助
金
で
企
業
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。
新
た

な
工
業
用
地
確
保
や
貸
工
場
、
貸
事
務
所

な
ど
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

豊
か
な
体
験
活
動
の
推
進
、
教
職

員
の
指
導
力
向
上
、
不
祥
事
の
撲
滅

な
ど
の
教
育
施
策
と
、
滝
沢
南
中
の
今
後
の

工
事
予
定
は
。

　

現
在
、
各
小
学
校
で
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
お
い
て
、
米
作
り
、

り
ん
ご
栽
培
、
伝
承
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
体
験

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
中
学

校
に
も
、
実
践
区
を
設
置
し
充
実
し
て
い

き
ま
す
。
教
職
員
に
つ
い
て
は
指
導
方
法

の
改
善
研
修
を
充
実
し
、
不
祥
事
の
根
絶

の
た
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
確
立
を

め
ざ
し
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
滝
沢
南
中

は
18
年
９
月
頃
に
は
着
手
し
、
19
年
７
月

完
成
、
夏
休
み
期
間
に
引
越
し
後
、
北
校

舎
を
解
体
し
19
年
度
内
に
完
了
の
予
定
で

す
。
工
事
車
両
の
時
間
規
制
な
ど
安
全
対

策
に
努
め
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
と
協
働
の
窓
口
、
そ
し

て
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
今
後
の
具
体
的

な
計
画
は
。

　

各
地
域
に
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

員
会
を
設
置
し
、
様
々
な
活
動
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
の

将
来
像
を
描
き
な
が
ら
推
進
さ
れ
、
村
は

具
体
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

協
働
の
窓
口
は
、
地
域
の
諸
課
題
の
解
決

の
た
め
関
係
課
と
の
連
絡
調
整
を
図
り
協

働
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

組
織
の
再
編
を
住
民
に
理
解
、
浸
透

さ
せ
る
に
は
。

　

第
５
次
総
合
計
画
の
重
点
施
策

と
基
本
政
策
に
合
わ
せ
、
組
織
の

領
域
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
に
よ
り
「
め

ざ
そ
う
値
」
達
成
の
責
任
範
囲
が
明
ら
か

に
な
り
、
評
価
し
や
す
く
な
る
と
考
え
ま

す
。
住
民
窓
口
は
現
在
と
ほ
ぼ
変
わ
り
な

く
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用

し
住
民
の
方
々
に
説
明
し
浸
透
を
図
り
ま

す
。　
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